
講師　元文部科学省官房審議官　寺脇 研 氏

　～これからの教育を考える～

・戦後教育の流れ

　各自治体ごとに教育内容も違っていた。

　昭和30年代復興の時期 経済繁栄一筋。

　東京・大阪へ出ていく人は優秀な人という考え方。

　都市部に集中して国を豊かにする方向。

1959年

学習指導要領ができ、これに基づいて1960年代前半

全国学力テスト実施。テストのための訓練など弊害

が発生。

1971年

学習指導要領が改訂され、詰め込み教育や長時間学

習⇒2、3年たたないうちに批判。

「おちこぼれ」や潜在的「いじめ・不登校」が発生。

1970年代後半

学歴重視・大学進学推進で35～37％の進学率など転

換期に。しかし中学校が大荒れに。

1975～85年

大学進学率が伸びないため、詰め込み教育を減らし

ゆとり教育へ。しかし中学校の荒れは止まらない。

1984年

中曽根首相「臨時教育審議会」を法律に基づいて立

ち上げた。未来を見据えて国を挙げて、野党の考え

に近い人も含めて2020年を想定して3年間議論。

生涯教育ではなく、学習者が主体の生涯学習へ(個人

の尊厳)、全体主義から個人へ。いつでもどこでも誰

でも学べる形としての生涯学習。

1992年

学習指導要領改訂。小学校1・2年生の理科・社会を

生活科へ変更。生活科は学校探検などいろいろな教

育や先生と出会うため、考える芽が出てきている。

家庭科の男女必修と、農業高校を残したことは重要。

学校週5日制開始(第2土曜日のみ月1回)

山田みやこの活動報告

市川房枝政治参画フォーラム2019に参加

令和元年5月18日(土)



1995年

学校週5日制(第2・4土曜日、月2回へ)

2002年

学校完全週5日制へ

2020年を想定した臨時教育審議会では、年号丸暗記

ではまったく意味がない。主体的・対活的に深い学

びが必要。

いまの道徳問題を解決すべき、押しつけはしない、

個人の尊厳を見守る。

・今後の課題

アクティブラーニング(主体的・対活的な深い学び)

を1クラスの生徒数自治体単位で決める。

障がい児学習は子どもにとって一番良い方法を。

地方から発言や提案が出せるように声をあげるべき。

　寺脇氏の話から子どもは、学校・家庭・地域での

居場所が必要。自分のために学びを考える生涯学習

社会をつくることと理解した。



講師　社会福祉法人カリヨン子どもセンター理事長

　　　　弁護士 坪井 節子 氏

子どもたちに寄り添う

　～いじめ・虐待・少年非行の現場から～

東京都富士見小学校でのいじめからの自殺や、1986年

～87年不登校4万人という状況の中で、学校の中での

子どもの人権無視を問題視。そこで人権擁護を使命

として東京弁護士会が「こどもの人権110番」を立ち

上げた。そこで苦しんでいる子ども達から直接相談

員として話を聴いた。生きるか死ぬかの瀬戸際の子

ども達に衝撃を受けた。

どうすればいいかわからない無力さ。

現在約150名の弁護士が相談員として電話を受けてい

る。子ども達が相談員を育ててくれた。子どもの話

に耳を傾けることで、こんなにも話を聴いてくれる

大人がいる。自分の言葉を受け止めてくれたことで

生きる力になる。

虐待相談は現在14万人。面前でのDVの心理的虐待が

多い。非常勤の弁護士が東京11の児相に配置。

〈事例〉16歳女子。覚せい剤使用で少年鑑別所へ。

　　　　小5からシンナー、家庭の中の面前DV。

　　　　見たくないからシンナーを吸って忘れるし

　　　　かなかった。あとは野となれ山となれで街

　　　　へ出て覚せい剤に手を出した。

　　　　この子に厳罰を科しても何もならない。

子どもの権利擁護は

　1.生まれてきてよかったね

　2.独りぼっちじゃないからね

　3.人生は自分できめていいよ

1994年、国連が非行防止のガイドラインを作成。

人権が侵害された子どものSOSから、大人と子ども

は対等なパートナーである。

帰るところのない子ども達のために子どもシェルター

を設立(2002年)



利用者は延べ370名。14歳～19歳の女子が75％。家庭

に戻れた子どもはそのうちの5人に1人。

更に自立支援ホーム、ファミリアホーム、性虐待を

受けた子どもの被害聴取、二次被害防止のための面

接を備えたカリヨンハウスを運営。

課題はカリヨンを出た後の若者支援。児童福祉制度

の支援が終了した後の圧倒的な支援制度の不足、伴

走者のなさ。精神を病むまでに傷ついた子どもの居

場所のなさがある。

本県には、自立支援ホーム、ファミリアホーム、子

どもの居場所は認定NPOの運営で行われている。

カリヨン子どもセンターのように弁護士会の協力は

素晴らしく、またうらやましく思う。

資金的な面でも年間3,600万円の寄付を集めるという。

すばらしい。


